
裁 判 員 制 度

札幌地方裁判所



1 裁判員制度の概要



裁判員制度とは？

平成１６年５月２１日「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」（裁判員法）「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」（裁判員法）成立
公布の日（平成１６年５月２８日）から５年以内に実施予定

国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加していただき，
被告人が有罪かどうか，有罪の場合どのような刑にするかを
裁判官と一緒に決めていただく制度です。

国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加していただき，
被告人が有罪かどうか，有罪の場合どのような刑にするかを
裁判官と一緒に決めていただく制度です。

裁判員制度とは・・・



なぜ裁判員制度が導入されたのか

これまでの刑事裁判
裁判官３人

裁判官３人
＋

裁判員６人
裁判員制度が導入されると・・・裁判員制度が導入されると・・・

◇裁判を身近で分かりやすいものにする。
◇司法に対する国民の皆さんの信頼を向上させる。
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○ 人定質問

○ 起訴状朗読

○ 黙秘権の告知

○ 被告事件に対する陳述

○ 証拠調べ

○ 検察官の意見（論告・求刑）

○ 弁護人の意見（最終弁論）

○ 被告人の最終陳述

○ 弁論終結

評

議

※裁判員と裁判
官による議論

評

議

※裁判官による
議論

判
決
宣
告

公
訴
提
起

冒頭陳述
証拠書類等の取調べ
証人尋問
被告人質問
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※平成１６年の法改正により連日的開廷



裁判員裁判用の法廷

札幌地方裁判所５号法廷



刑事裁判のルール

検察官が，有罪であることを証明しなくては
ならない。

無罪の推定。

法廷に提出された証拠だけに基づいて判断し
なくてはならない。

新聞やテレビで見たり聞いたりしたことを判断の
材料としてはいけない。

「合理的疑いを超える立証』が必要



裁判員の役割 ．．．

評 議
裁判員と裁判官が話し合い，

有罪・無罪や刑の内容を決めます。

判 決

審 理
法廷で証人の話を聞いたり，

証拠を調べたりします。

有罪
無罪

量刑



裁判員制度の対象となる事件

① 人を殺した場合（殺人）

② 強盗が，人にけがをさせ，あるいは，死亡させてしまった場合

（強盗致死傷）

③ 人にけがをさせ，死亡させてしまった場合（傷害致死）

④ 泥酔した状態で，自動車を運転して人をひき，死亡させてしまった場合

（危険運転致死）

⑤ 人の住む家に放火した場合（現住建造物等放火）

⑥ 身の代金を取る目的で，人を誘拐した場合（身の代金目的誘拐）

⑦ 子供に食事を与えず，放置したため死亡してしまった場合

（保護責任者遺棄致死）

代表的なものをあげると，次のようなものがあります。代表的なものをあげると，次のようなものがあります。



全国の地裁における刑事通常第一審事件数
９７，８２６件

裁判員裁判対象事件に関するデータ

裁判員裁判対象事件数
２，６４３件

【参考】

※ 上記事件数は，平成１９年に地方裁判所で受理した事件の概数である。
同一被告人につき複数の起訴があった場合，起訴ごとにそれぞれ１件と

して計上している。
※ 特別法犯（刑法以外の犯罪）については，裁判員制度対象事件に限定し
た件数である。

全国 札幌

2,643 70 

強盗致傷 695 24 

殺人 556 12 

現住建造物等放火 286 1 

強姦致死傷 218 7 

傷害致死 171 5 

強制わいせつ致死傷 168 8 

強盗強姦 129 6 

覚せい剤取締法違反 94 1 

強盗致死（強盗殺人） 66 1 

偽造通貨行使 62 2 

危険運転致死 51 0 

銃砲刀剣類所持等取締法違
反

29 0 

麻薬及び向精神薬取締法違
反

28 0 

集団強姦致死傷 23 0 

通貨偽造 17 1 

麻薬特例法（略称）違反 13 2 

保護責任者遺棄致死 10 0 

その他 27 0 

総数（件）



2 裁判員となるまで



○○様
○月○日に
札幌地方裁判所
に来てください。

札幌地方裁判所

４００人に１人程度

４９８０人に１人程度



欠 格 事 由

義務教育を終了していない人
禁錮以上の刑に処せられた人
心身の故障のため裁判員の職務の遂行に著しい支障がある人

就 職 禁 止 事 由
国会議員
司法関係者 （裁判官，検察官，弁護士など）
自衛官，警察官
大学の法律学の教授，助教授

事件に関連する不適格事由
被告人，被害者及びその親族等
審理する事件について，関わりのある人
裁判所が不公平な裁判をするおそれがあると認めた人



辞 退 事 由

70歳以上の人
学生
過去５年以内に裁判員・検察審査員等を務めたことがある人
過去１年以内に裁判員候補者として裁判所に行ったことがある人
がある人
やむを得ない理由で，裁判員の職務を行うことや裁判所に行くこ
とが困難な人

重い病気・けが
同居の親族の介護・養育
自らが処理しなければ事業に著しい損害が生じるおそれのある重要な用事
父母の葬式など



裁判員の守秘義務とは

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
秘
密

（例えば）

証拠として調べられた日記帳に，事件と関係
のない，個人のプライバシーに関することが
書かれていた場合

（代表例）

評議での裁判員や裁判官の意見の内容

評議の秘密

評議の秘密以外の秘密



裁判員を経験すると

検察審査会の審査員・補充員を経験した方の意識の変化
毎日新聞 平成16年7月14日夕刊より

29.5

50.5

10.5

9.5

選ばれたときどう感じたか

積極的に
やってみたい

あまり気乗りがしなかった

迷惑に感じた

その他

52.442.9

4.7

６か月の任期後の感想

良かった
非常に
良かった

特に感想はない
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